
令和３年度 第１回 神戸中学校学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和３年６月８日（火）１８：００～１９：３０ 

 

２ 場 所  神戸中学校会議室 

 

３ 出席者  委員：是枝徳義，山本陽子，林佳代子，阿部雅登，兼丸良政， 

北村 武，高山 剛，木村元彦（学校長） 

       教育委員会：杉谷直俊（教育支援課） 

       学校教職員：草川哲郎（教頭），樋口智己（教頭）， 

             早川宜成（教務主任），堀 雄一（生徒指導主事）， 

中山かおり（１年主任），大黒屋太（２年主任）， 

森下有紀（３年主任） 

       欠席：松嶌康博（委員） 

 

４ あいさつ（学校長） 

  新型コロナウイルス感染症感染予防に伴い，第１回学校運営協議会を延期した 

が，本年度も学校運営協議会での協議を生かしながら，より良い学校づくりを進 

めていきたい。 

  今後の，学校運営協議会でも様々な学校の状況を示し，教育課題について協議 

をお願いしたい。また，毎回，協議に関係する教職員も出席することとし，学校 

と学校運営協議会との連携促進を図っていきたい。 

 

５ 令和３年度神戸中学校学校運営協議会について 

  出席者自己紹介の後，鈴鹿市立神戸中学校運営協議会設置要綱を確認し，要綱に

基づき委員長を是枝徳義委員，副委員長を山本陽子委員とする。 

  また，令和３年度学校運営協議会開催日程等を確認する。 

 

６ 令和３年度の学校経営について 

  学校長から，令和３年度学校経営の改革方針を説明し，委員の承認を得る。 

また，学校長から，学校配当予算，学校危機管理マニュアル，主な学校行事等 

について説明する。さらに，災害時の地域の状況や不審者の情報収集などのため 

に，学校運営協議会委員やＰＴＡ役員及び常任委員等に「通学路危険監視モニタ 

ー」の依頼を行うことを提案し，委員の賛同を得る。 

加えて，委員長から４月に実施した校区学校運営協議会での協議概要を説明 

し，校区各小中学校であいさつ運動の実施（毎学期当初），家庭学習週間の設定 

（11月，２月），交通ルール・マナーの向上に取り組んでいくことを報告し，了承 

を得る。 

なお，校区学校運営協議会については，２学期に全委員参加による会議を開催す 

ることを確認し，協議内容等の詳細は今後検討することとする。 



  （委員からの意見等） 

   ・学校経営の改革方針は，学校経営基本方針ではないのか。 

    （学校長）教育委員会に提出する様式に基づき学校経営の改革方針としてい 

るが，本年度の学校経営の考えを示すものである。 

   ・配当予算の中には，新型コロナウイルス感染症予防対策に必要な消毒液など 

の購入経費も含まれているのか。 

    （学校長）新型コロナウイルス感染症予防対策に必要な消毒液などの経費 

は，別途教育委員会で予算化されている。 

   ・通学路危険監視モニターには，校区各地区が網羅されているのか。 

    （学校長）ＰＴＡ常任員などは各地区から選出されている。 

   ・校区であいさつ運動や家庭学習週間に取り組んできたが，交通ルール及びマ 

ナーの向上はどのような考えで取り組むこととしたのか。 

    （委員長）ドライバーへの止まってくれてくれてありがとう運動なども取り 

組まれており，校区の安全対策の推進を考え取り組むこととした。 

 

７ 学校や生徒の様子について 

学校長から学校通信や日々の学習活動の様子などを説明するとともに各学年主任 

及び生徒指導主事から現状について報告する。 

  各学年主任及び生徒指導主事からは，不登校や様々な支援が必要な生徒への対応 

が課題となっていることを説明する。また，教室や学活，授業などで楽しい雰囲気 

を作り出すようにしていることや集団での達成感を味わわせていきたいと考えてい 

ること，当たり前にできていることをきちんと評価していきたいと考えていること 

などを説明する。さらに，生徒自身が起こした行為に気づかせ，生徒理解を深めな 

がら問題行動の未然防止に取り組んでいきたいことなどを説明する。 

  （委員からの意見等） 

   ・子どもの中に LINEが広がり，グループ LINEでの交流がものすごく広がっ 

ている現状がある。携帯電話等の使い方を学習する機会はあるのか。 

    （生徒指導主事）日々の指導だけでなく教育委員会等の出前講座などを実施 

し，学習する機会を設けている。 

 

８ 協議（地域による学校支援について） 

 ・以前，中学校パトロール活動への参加者を募集したが，希望者がいなかった。 

 ・あいさつ運動の取組には，地域での取り組み状況に差がある。 

 ・ドライバーへの止まってくれてくれてありがとう運動を広げていきたい。 

 ・ボランティアの方が自動車を停止させ子どもを横断させていると，子どもは止ま 

ってくれるのが当たり前と思い，自分自身で安全確認を行わなくなるのではない 

か。子どもが，考えて行動しなくなることが心配される。 

 ・子どもを自立させる方向で取り組んでいくことが必要である。 

 ・ボランティアがいる所といない所とでの一時停止に差が確かにある。 

 ・子どもに声掛けをしていくことは大切なことだと思う。 


